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ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
者
Ｌ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
一
九
六
八
年
に
発
表
し
た
『
機
械
と
神
』
に
あ
る
「
現
在
の
生
態

学
的
危
機
の
歴
史
的
根
源
」
と
い
う
論
文
は
当
時
の
学
術
社
会
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
宗
教
は
人
間

と
自
然
を
対
等
と
し
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
が
自
然
の
感
情
を
意
識
せ
ず
に
搾
取
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
れ

が
環
境
問
題
の
原
因
だ
と
喝
破
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
の
根
拠
は
『
旧
約
聖
書
』
冒
頭
の
「
創
世
記
第
一
章
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
神
は
天
地
を
創
造
し
て
か
ら
六
日
目
に

人
間
の
男
女
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
人
間
に
「
海
の
魚
と
空
の
鳥
、
地
の
す
べ
て
の
獣
を
統
治
せ
よ
」
と
伝
達
し
た
と
い
う
文

章
で
あ
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
自
然
を
搾
取
し
て
き
た
人
間
が
地
球
の
生
態
学
的
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
の
が
ホ
ワ

イ
ト
の
趣
旨
で
あ
る
。 

 

こ
の
葛
藤
の
名
残
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
石
造
の
教
会
建
築
に
グ
リ
ー
ン
マ
ン
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
装
飾
が
あ

る
。
人
間
の
頭
部
や
身
体
が
樹
木
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
彫
刻
で
あ
る
。
意
図
に
つ
い
て
の
定
説
は
な
い
が
、
自
然
崇
拝
を
基

礎
と
し
て
い
た
ケ
ル
ト
文
化
や
ロ
ー
マ
文
化
の
世
界
に
浸
透
し
て
き
た
新
興
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
教
義
に
抵
抗
し
た
名
残

と
い
う
解
釈
も
あ
る
。 

 

一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
発
生
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
を
信
奉
し
た
若
者
た
ち
の
活
動
を
支
持
し
た
大

学
教
授
Ｃ
・
ラ
イ
ク
が
一
九
七
〇
年
に
出
版
し
た
『
緑
色
革
命
』
は
「
若
者
の
革
命
が
ア
メ
リ
カ
を
快
適
に
す
る
」
と
い
う

副
題
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
推
進
す
る
当
時
の
政
権
を
批
判
す
る
若
者
を
応
援
す
る
内
容
で
あ
り
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
〇
年
代
に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
孤
島
ア
ム
ト
チ
カ
で
原
子
爆
弾
実
験
を
計
画
し
た
。
こ
れ
に
反

対
し
た
人
々
が
創
設
し
た
の
が
環
境
の
平
和
を
意
味
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
で
あ
る
。
以
後
も
フ
ラ
ン
ス
が
南
太
平
洋

の
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
実
施
す
る
実
験
に
も
反
対
し
て
い
た
が
、
次
第
に
対
象
を
拡
大
し
、
捕
鯨
な
ど
に
も
反
対
す
る
団
体
に

成
長
し
て
い
っ
た
。 

 

世
界
に
は
「
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
グ
リ
ー
ン
ズ
」「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
」「
グ

リ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
・
オ
ブ
・
カ
ナ
ダ
」「
台
湾
緑
党
」「
ウ
ガ
ン
ダ
・
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
」「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
・

オ
ブ
・
エ
ジ
プ
ト
」「
ジ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
ズ
」
な
ど
、
党
名
に
グ
リ
ー
ン
を
使
用
し
て
い
る
政
党
が
五
〇

近
く
存
在
す
る
。 

 

こ
れ
ら
の
政
党
が
グ
リ
ー
ン
を
名
乗
る
の
は
環
境
問
題
へ
の
関
心
も
表
明
し
て
い
る
が
、
緑
色
革
命
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

と
同
様
、
既
存
の
社
会
秩
序
の
変
革
を
目
指
す
こ
と
を
明
確
に
す
る
目
的
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
が
自
然
環
境
を
象
徴
す
る
色

彩
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
既
存
の
社
会
秩
序
を
改
変
す
る
意
欲
を
表
明
し
て
い
る
象
徴
と
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。 

 

二
〇
〇
〇
年
に
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た
科
学
会
議
で
「
人
新
世
」
と
い
う
地
質
年
代
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意

見
が
登
場
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
石
炭
紀
」「
三
畳
紀
「
白
亜
紀
」
な
ど
の
地
質
年
代
は
天
変
地
異
に
よ
る
環
境
激
変
を
基
準

に
区
分
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
の
地
球
環
境
の
危
機
は
激
増
し
た
人
間
の
活
動
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

環
境
問
題
へ
貢
献
す
る
活
動
と
し
て
グ
リ
ー
ン
消
費
、
グ
リ
ー
ン
経
済
、
グ
リ
ー
ン
産
業
な
ど
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
は
既
存
の
社
会
活
動
の
修
正
で
し
か
な
く
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
偽
装
）
と
い
う
言
葉
さ
え
あ
る
。「
人

新
世
」
の
出
現
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
数
万
年
間
の
人
類
の
活
動
を
再
考
す
る
グ
リ
ー
ン
革
命
の
視
点

か
ら
人
類
社
会
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。 


